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　株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　当連結会計年度における我が国の経済は、物価上昇が継続する中でも、雇用・所得環境の改善や個人消費・設備
投資の持ち直しを背景に、緩やかな回復が続きました。一方、各国の通商政策や中東情勢をはじめとする地政学的
リスク、金融政策の動向、海外経済の先行きなどについては依然として不透明な状況が続いております。
　当社グループが属する駐車場業界においては、経済の緩やかな回復に伴い商業施設や繁華街、オフィス街等への
外出機会が定着したことにより、駐車場の稼働は引き続き堅調に推移しました。また、こうした需要を背景として、
駐車場の新規開設及び既存設備の更新が積極的に進められました。
　このような環境のもと、当社グループは、コインパーキング運営事業者に対する駐車場機器の販売を中心に売上
の拡大を図りつつ、都市中心部、主要駅沿線及び郊外住宅地などで幅広く需要を捉えて直営駐車場の開設を進めま
した。また、直営駐車場においては、駐車スペースがフラットで駐車や乗り降りがしやすいフラップレス駐車場の
推進や、料金精算時に硬貨詰まりなどのトラブルを防ぐキャッシュレス決済への対応など、利用者が安心して使え
る駐車場づくりに継続して取り組みました。
　以上の結果、当連結会計年度における売上高は8,094,455千円（前連結会計年度比2.8％増）、営業利益は503,746
千円（同18.2％増）、経常利益は481,518千円（同15.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は303,163千円（同
22.7％増）となりました。
　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

a.	 コインパーキング事業
　コインパーキングの運営ビジネスにつきましては、当社グループが除雪対応等で強みを発揮できる北陸・北海道・東北
を中心に、安定的な収益が見込まれる郊外住宅地や生活利便施設に隣接した立地での駐車場開設に取り組みました。こ
の結果、直営駐車場・駐輪場の件数は純増となりましたが、関東圏における駐輪場の解約の影響により車室数は純減とな
りました。既存の駐車場・駐輪場においては、周辺環境の変化に応じた駐車料金の改定を実施するとともに、フラップレ
ス化やキャッシュレス決済への対応など、利用者の利便性向上につながる設備投資を進め、収益力の向上に努めました。
　駐車場機器の販売・保守ビジネスにつきましては、駐車場機器の販売数は前連結会計年度を下回ったものの、
2026年3月の3G回線停波に伴う一部キャッシュレス決済端末の更新需要をはじめ、既存設備の入替需要が好調に推
移しました。また、近年、管理受託駐車場・駐輪場件数の減少要因となっていた大口顧客の解約の影響が逓減しつ
つあることから、管理受託駐車場・駐輪場の件数及び車室数はともに増加しました。
　その結果、売上高は7,971,001千円（前連結会計年度比2.9％増）、セグメント利益は984,663千円（同7.5％増）
となりました。

b.	 プロパティマネジメント事業
　当連結会計年度においては、賃貸用不動産の売却に加え、建物の修繕に係る費用が例年を下回った結果、売上高
は106,746千円（前連結会計年度比5.2％減）、セグメント利益は10,344千円（前連結会計年度は6,972千円のセグ
メント損失）となりました。
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広スペースで自然災害に強く、利用者に安全性と安心感を提供するフラップレス式駐車
場を推進。中期的に直営駐車場の50％をフラップレス化する目標に向け、新規開設お
よび機器の更新が予定通り進捗。

FlapLess　フラップレス

利便性を高める機器・サービスの強化を図る上で、当期も駐車料金のキャッシュレス決
済端末の導入を継続。直営駐車場・駐輪場におけるキャッシュレス決済率は25％に迫り、
中期目標に向けて着実に進捗。

CashLess　キャッシュレス
駐車場検索・決済アプリ「SmooPA」は得意先の駐車場への導入が順調に進み、決済
件数・アクティブユーザー数が大きく伸長。
中期目標を上方修正し、引き続き更なる成長を目指す。

利用者・オーナーの双方にとってストレスのない安全・安心・快適な駐車場の運営に向
け、社員教育を強化。メンテナンススタッフでは新規の電気工事士資格取得者が１名と
なり、社員の入れ替わりの影響もあって資格保有率は低下。

StressLess　ストレスレス
安全・安心・快適な駐車場づくり「３つの“Less”」の現状と見通し

直営駐車場におけるフラップレス式駐車場の推移 第二種電気工事士の資格保有率の推移※

SmooPAのアクティブユーザー数および決済件数

　当社は、2026年7月10日をもちまして創業30周年を迎えることができました。これもひとえに株主の皆様の長年にわたるご支援とご愛顧の賜物と、心より深く感謝申し上げます。
　配当につきまして、当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要な課題のひとつと位置付け、安定的な配当の継続を基本方針としています。2026年6月期の業績は、同年5
月に公表した予想を利益面で下回る結果となりましたが、売上高については計画どおりに進捗し、営業利益以下についても前期との比較では増益を確保することができました。こ
うした業績動向に加え、創業30周年の節目にあたり、株主の皆様のこれまでのご支援に対する感謝の気持ちを込めまして、普通配当を1円増配して1株当たり21円とし、あわせて
記念配当10円を実施いたします。この結果、年間配当金は1株当たり43円（第2四半期末12円＋期末31円）となります。
　なお、期末配当にかかる効力発生日は、2026年9月28日です。また、配当金に関する案内は、第30回定時株主総会終了後に発送する「定時株主総会決議ご通知」に同封して送
付いたします。

お知らせ

日本システムバンク株式会社

※ メンテナンススタッフに占める有資格者の割合

キャッシュレス決済率の推移※

※ 直営駐車場・駐輪場の売上高に占めるキャッシュレス決済額の割合
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キャッシュレス決済専用駐車場の運用をスタート

トピックス

　当社は2026年8月より、当社が運営する直営駐車場の一部を「キャッシュレス決済専用駐車場」として供用開始いた
しました。
　駐車料金の精算では現金を取り扱っておらず、クレジットカード決済、QRコード※決済等に対応しており、精算機備え
付けの決済端末、またはスマートフォンのアプリもしくはブラウザからご精算いただけます。
※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
　当社は「安全・安心・快適な駐車場づくり」をスローガンに掲げ、「フラップレス」「キャッシュレス」「ストレスレス」
の“3つのLess”を軸に、駐車場の利便性向上に取り組んでおります。
　キャッシュレス決済の推進については、これまで、キャッシュレス決済端末の設置や、当社グループの駐車場検索・決
済アプリ「SmooPA」の普及を進めてまいりました。今回、現金を扱わない駐車場を新たに展開することで、キャッシュ
レス決済の特長をさらに活かし、お客様のスムーズな駐車場利用の促進と運営面での効率化を図っております。
　今後も、ご利用状況を見ながらキャッシュレス決済専用駐車場の順次拡大を予定しており、引き続きより多くのお客様
に選んでいただける駐車場づくりに努めてまいります。


